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１ 学習指導要領改訂を踏まえた授業づくり 

 国語科を窓口にして校内研修を進めているＳ

小での授業研究会で、久しぶりに国語授業論を

語らせていただきました。 
 今次指導要領の改訂は、コンテンツ重視から

コンピテンシー重視へと大きな構造改革をなさ

れていますから、そのことを踏まえれば、従来

の多くの授業もまた構造改革が必要です。果た

して、それに気づいた授業改善のための研修が

始まっているかどうか、かなり懸念をもってい

ましたので、Ｓ小の研修参加は絶好の機会とな

りました。 
 コンピテンシー重視 

主体的、対話的で深い学びもカリキュラムマ

ネジメント（以下カリマネ）もコンピテンシー

重視の文脈上にあります。アクティブ・ラーニ

ング（以下AL）が、子どもの能動的な学習を意

味するのですから、他者に指示されて学習する

「主体的、対話的で深い学び」はありえませ

ん。大杉（注１）の言葉を借りれば、思考力も判

断力も表現力も、子ども自身が思考しなけれ

ば、判断しなければ、表現しなければ、はぐく

めないことは自明の理です。ましてカリマネが

子どもたちの資質能力の育成をめざし、その進

捗状況を評価しつつ教科横断的にカリキュラム

を動かしていくこと（注２）に神髄があるとすれ

ば、子どもが受動的に学習する授業では、到底

資質能力の育成状況は把握できず、カリマネな

どしようがないのです。 
 そう整理すると、いかに子どもが主体的な学

びの土俵にあげるかに授業改善の核心があると

申し上げていいでしょう。そういう意味では多

くの教師主導の授業の見直し改善が迫られてい

ると解すべきです。 
２ 単元構想、授業構想の発想の転換 

 資質能力育成ベースの単元構想へ 

コンピテンシー重視の指導要領のもとでの授業

づくりでは､指導計画的な単元構想から完全に脱

却し子どもの主体的な学びをマネジメントする

方向に変えていくべきです。 
単元とは「児童の学習過程における学習活動

の一連の『まとまり』という意味」(注３)と解説

されていますが、「単元」という用語が学習指

導要領上に登場したのは昭和 26 年の同試案第 4

章です。そこでは、「学習活動が問題解決を中

心として次々に発展していって形づくられるま

とまりが，社会科の単元である」と解説されて

います。（子どもの）をこの解説の「学習活動

…」の前に挿入すれば、子どもの学びの側に立

った当時の単元の意味が瞭然とするでしょう。 
 もっとも昭和 20 年代の学習はコアカリキュラ

ム全盛で、後に這い回る経験主義と批判された

ものでした。今次改訂では、子どもの能動的な

学習活動が「這い回らず」に確かな学びとなっ

て結実するようレイアウトされています。 

子どもたちは、各教科等における学びの過程

の中で、習得した概念（知識）や考え方を活用

しながら、問いを見いだして解決したり、自分

の考えを形成し表したり、思いを基に意味や価

値を創造したりしています。子どもが学んだ結

果、「何ができるようになるか」であって、そ

こで獲得した「知識・技能」が、新しい学習内

容に向かう中で、生きて働き思考され、判断さ

れ、表現されることで、思考力、判断力、表現

力を培うとともに、新たな概念化された知識・

技能になって生きて働く。そのスパイラルで子
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ども自らが自らの資質能力をはぐくみ、健やか

な成長を果たす、そのような図式が描かれてい

るのです。 
教科書も資質能力育成ベースで編集 

 この指導要領の構造改革は当然のことながら

教科書編集にも及んでいます。教科ごとに指導

するための教科書から、子どもが学ぶ中で、そ

れぞれの教科の特質において教科的な資質能力

をはぐくめるよう編集上の工夫がなされていま

す。 
 指導者はこの教材で子どもは何をどう学ぶべ

きか、その結果何ができるようになって、次の

教材に向かうのかを子どもの学びの連続性の中

で教材をとらえて単元を構想すべきなのです。 
このような理解の上に立つと教科書のつくり

としては、教材末の「学習の手引き」（各社そ

れぞれ。以下手引き）が参考になります。教科

書編集において、この教材で子どもに学んでほ

しいことが凝縮されているからです。 
３ 子どもの学びを見据える 

(1) 「見方・考え方を働かせる」ということ 

今回の指導要領改訂で着目すべきは各教科等

の目標の改善です。 
 道徳は「道徳的諸価値についての理解を基

に，…」国語科は「言葉による見方・考え方を

働かせ…」「社会科は社会的な見方・考え方を

働かせ…」算数科は「数学的な見方・考え方を

働かせ…」、この「見方・考え方を働かせ…」

で始まっている目標記述は全校種、全教科共通

で、主語は子ども。「子どもの」を見方・考え

方の前に挿入するとよく分かります。 
子どもが新しい教材に向かうとき、子どもは

自身の見方・考え方を働かせています。それを

引き出すことが指導者には求められます。つま

り、子どもが見方・考え方を働かせて学ぶ過程

がある授業にするということです。 
分からないことが分かる 

次の中で一番難しいのはどれと先生が投げか

けました。 

子どもたちは即座に③と答えましたが、③を

除く商は一桁であり整数。子どもたちは一瞬に

して乗法九九を１回用いて計算し、商は一桁で

整数の問題式を解いたのですが、③は一桁整数

の商ではありませんから解けなかったのです。

それで、「難しい」と判断したのです。この

「乗法九九を 1 回用いて計算する」「答えは 1
桁の整数」。これが、子どもたちがはじめに働

かせた数学的な見方・考え方です。 
この先生の働きかけは、これら計算式の中に

既有の「見方・考え方」を働かせても商を導き

出せない計算式を紛れ込ませて、子どもに？？

を発生させて、分からないことが分かるところ

へ導いたのです。 
 この例では既有の見方・考え方を働かせて問

題式に立ち向かっても解が得られない不明な問

題式が、子どもにとって追究すべき課題（task､
Challenge)となり授業のテーマになっていきます

が、これにChallenge し、主体的に追究していく

過程で「学びに向かう力」がはぐくまれていき

ます。 
 このメカニズムは算数科だけのことだけでは

ありません。S 小の校内研修は「国語科を窓口

として」でしたけれども、子どもたちの「くら

しを まもる 車」へのアプローチを説明するの

に格好の事例としてこの算数科の事例を挙げた

のでした。これは、教科等に共通した学びの、

そして「分かる」ことのメカニズムなのです。 
------------------------------------------------------------------- 
注１ 「アクティブ・ラーニング」 授業改革のマスター

キー 大杉昭英（元国研初等中等教育研究部長） 

注２ 田村知子 教育時評№３９ P16～P17 

注３ 学習指導要領解説第 3 章単元計画の作成第 1 節 
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注４ 小学校学習指導要領解説「 総則編 」Ｐ４ 「改訂  

の基本方針」参照。 

①１８÷３ ②80÷２０ ③８１÷１６ ④４２÷６ 

⑤１２０÷４０ 


